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尿路感染症 に対す るPiromidic acidの 使 用経験

北村 温

千葉大学泌尿器科

(主任:百 瀬剛一教授)

1　 は じ め に

Piromidic acid (PA)は 大 日本 製 薬総 合 研 究 所 で 合成

され,開 発 され た 新 しい抗 菌 性薬 剤 で,基 本 骨 格pyri-

dopyrimidine環 を有 し,Nalidixic acidと 類 似 し,主

と して グ ラ ム陰 性 菌 に有 効 で あ るが,ブ ドウ球 菌 に対 し

て もあ る程 度 の抗 菌 力 を示 す とい わ れ て い る。

経 口投 与 に よ り消 化 管 か ら よ く 吸 収 され,尿 中 お よ

び胆 汁 中へ 高 濃 度 に活 性 物 質,す な わ ち,未 変 化 のPA

(Piromidic acid)お よび 主代 謝 産 物 β-Hydroxypiromi-

dicacidが 排 泄 され る。 こ の主 代 謝 産 物 β-Hydroxypi-

romidic acidも グ ラ ム陰 性 菌 に 対 し強 い 抗 菌 作 用 を有

す る こ とが 認 め られ て い る。生 体 内 半減 期 はNalidixic

acidよ り短 く,毒 性 は 低 く 催 吐 作 用 も ほ と ん ど認 め ら

れ ない 。

II　方 法

1.　 検査対象

昭和45年12月 よ り昭和46年2月 末までの間に千葉

大学泌尿器科外来を訪れた患者のうち,主 として急性膀

胱炎と診断された症例を本剤の使用対象とした。

2.　 投与方法

1日9カ プセル(2.25g)を3回 に分服,初 診時4日

投与 し,4日 目来院,そ の後更に3日 投与,す なわち全

体で7日 間の投与を原則とした。他の薬剤の併用はいつ

さい行なつていない。

3.　 検査項 目

投与前,投 与後4日 目,7日 目の自覚症状,投 与前お

よび7日 目に尿検査,尿 培養,一 般検血,血 液化学検査

を施行,膀 胱鏡検査も全例に施行した。

4.　 効果の判定

われわれは投与対象が少なく,ま た考案に述べるよう

にPA感 受性(一)で は,薬 効であるか,自 然治癒であ

るか不明であるが,投 薬前後の自覚症状,臨 床症状を重

視し,高 安ら(1966)に よる判定基準を参考として判定

した。

Piromidic acid

表1 症例一覧表

感 受 性 テ ス トは1濃 度Disc簡 易 法 に よ る。



VOL.19 NO. 5 CHEMOTHERAPY 607

III　臨 床 成 績

投与患者13人 中,明 らかに自覚症状,臨 床検査成績の

改善をみなかつたものは1人,副 作用と思われる全身の

発疹を認め投薬を中止 したもの1人 あり,他 の11人 に

ついては,い ずれ も1週 間後には著しく症状,検 査成績

の改善をみた。

図1 血液化学検査

表1 症例一覧表(つ づき)



608 CHEMOTHERAPY AUG. 1971

一般血液検査,血 液化学検査において,投 与前後にほ

とんど変動を認めず,肝,腎 に対して従来の報告のよう

にほとんど障害がないものと思われる。

IV　考 案

薬効の検定には,現 状においては種々の困難がある。

たとえば症状が軽快すると来院せず経過観察不能の患者

もあり,ま た治験用薬剤の投与は患者の医師に対する不

信感を招 くおそれもあ り,そ の他にもいろいろの問題が

ある。 われわれが今回行なつたわずか13例 について,

そ の薬効を述べることは不可能 と考えられる。ただ7日

間投与し経過観察のできた12例 についてはPA感 受性

(+)の もの2例 を除くと,あ との6例 は感受性(-)

であ るにもかかわらず,投 与後急速に自覚症状の消失,

検査成績の改善が著 しい。このことは一つには自然治癒

の可能性の多い急性膀胱炎患者をその投与対象に選んだ

ためかきまた,PAの 主代謝産物(β-Hydroxypiromidic

acid)の 効果のためか不明であるが,PAが か なり関係

しているものと思われ る。したがつてこの種の薬剤の感

受性テストには,主 代謝産物の感受性テスト,ま た両者

混合のものも忘れてはならない。副作用についてはほと

んどないものと思われ るが,投 与後軽度の胃部不快感を

訴えたもの1人,投 与後全身に発疹のあつた患者につい

ては,1日 服用 したのみであると想像されるが,そ の後

の経過か らみて,PAを 実際に服用したのか疑われる面

もあ る。 投与前後の一般血液検査,血 液化学検査にお

いて,ほ とんど変化のないことから'肝,腎 などに対す

る障害は少ないものと考えられる。

結 び

われわれは千葉大学泌尿器科に訪れた急性膀胱炎を主

とする尿路感染症患者13人 に対して,PA1日9カ プ

セルを1週 間投与 し,そ の前後の臨床検査成績,自 覚症

状などより,改 善をみたもの11例,改 善をみないもの

1例,副 作用のため投与中止したもの1例 あつた。

百瀬教授のご校閲を感謝いたします。
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APPLICATION OF PIROMIDIC ACID TO 

URINARY TRACT INFECTIONS 

YUTAKA KITAMURA 

Department of Urology, Chiba university, School of Medicine 

(Director : Prof. GOICHI MOMOSE)

Piromidic acid was orally administered to 13 patients with urinary tract infections at a dose of 2. 25 

g/day for 7 days. The drug was effective in 11 patients and ineffective in 1 patient. One case was 

excluded due to the discontinuation of drug administration.


